
ＴＶ－１５２０ 組立説明書

Ｖ型ダイポール（水平可能）

この度はナガラＴＶ－１５２０をお買い上げいただき、まことに有難うございます。

このアンテナは小型ながら、入念に設計された１４／１８／２１ＭＨｚ帯用短縮ロータリー・Ｖ型ダ

イポールアンテナです。

組立の前に説明書をよく読みアンテナの構造、組立方法などを十分理解して作業にあたって下さい。

※仕様

周波数 １４／１８／２１ＭＨｚ帯

形式 Ｖ型ロータリーダイポール（水平も可能）

エレメント長 ４.２３ｍ（片側）Ｖ90°時の巾６.１１m

風圧面積 ０．２５㎡

回転半径 水平時４.２９m

重量 ５.８Ｋｇ

最大入力 ２ｋＷ ＳＳＢ ，１ｋＷ ＣＷ （送信機モード）

適合マスト径 ３８～６０ｍｍ

ＶＳＷＲ 添付図参照

※アンテナの概要
² 自由空間にある半波長ダイポールのインピーダンスは７２Ωになります。

しかし、私たちが現実にアンテナを設置する場合は地上高や周囲の影響でインピーダンスが変化

をします。

半波長ダイポールを仮に、完全導体の大地に置くと、アンテナのインピーダンスは０Ωになり、

地上高０．２波長（１４ＭＨｚでは４．３ｍ）付近では５０Ωとなり、

地上高０．３５波長（１４ＭＨｚでは７．５ｍ）付近で９６Ωになります。

この様にアンテナ全体のインピーダンスが地上高や周囲の影響による変化の大きいのがダイポー

ルアンテナの特徴です。

² 水平ダイポールをＶ型ダイポールにすると、アンテナのインピーダンスは通常低くなり帯域は狭

くなります。しかし、建物の影響や地上高の影響を軽減することが出来ます。

² ご使用にあたってアンテナ単体でのＳＷＲ＝１．５以下に調整できればよいのですが、前述のよう

に地上高や周囲の影響に左右され、難しいものがあります。また、アンテナ自体の帯域も狭いの

で、あまり深く考えないでアンテナチューナーの助けを借りて運用される事をお勧めします。

※ご注意
Ｖ型ダイポールのＶの谷間にほかのアンテナやマストを入れるとＳＷＲが下がらない事があります。

(4)ｲﾝｼｭﾚｰﾀｰ

(8)ｴﾚﾒﾝﾄ１

(5)M5x35ﾈｼﾞ

(5)M5x35ﾈｼﾞ

(7)M5ﾛｯｸﾜｯｼｬｰ

(7)M5ﾛｯｸﾜｯｼｬｰ

(4)ｲﾝｼｭﾚｰﾀｰ

(7)M5ﾛｯｸﾜｯｼｬｰ

(6)M5x45ﾈｼﾞ

(6)M5x45ﾈｼﾞ

(7)M5ﾛｯｸﾜｯｼｬｰ
(1)エレメントサポートＡ

※組立の前に
² ＴＶ－１５２０のような短縮されたダイポールアンテナは各バンドにおいてＳＷＲ１：１．５以下

の帯域幅は、フルサイズのダイポールに比べると多少狭くなります。そのためアンテナを組み立

てるときに、組立角度に合わせてアンテナの長さを選択し、設置後必要に応じ調整して下さい。

² エレメント角度９０°にするときは，コードⅠ（１本線の穴位置）に合わせて組み立てる。

² エレメント角度１２０°か水平にするときは，コードⅡ（２本線の穴位置）に合わせます。

ＴＶ－１５２０ ＶＳＷＲ表

この表は一例です。エレメントの角度や取付高さなど、周囲の状況により変化します。

² 部品表と各パーツとを照合し不足が無いかを確認して下さい。

² 組立順序

1. エレメントサポートの組立 4. マストへの取付

2. エレメントの組立 5. 給電部の取付とケーブルの取付

3. テナコートの塗布

² 多人数で作業を行う場合は必ずリーダーを決めた上で作業を進めてください。リーダーは必ず他

のメンバーの進行状況を把握し出来具合を必ずチェックして下さい。各自バラバラで組立てると

ミスの発生原因になりますので注意をして下さい。

² パイプの接合部分、セルフタップネジ、Ｕボルト類には必ずテナメイトを塗布して下さい。接触障害を防ぎ

それぞれがスムーズに挿入できる他、ネジ類の噛み込み防止にも役立ちます。

² テナコートの塗布は金属部分だけにとどめ，プラスチックには塗らないで下さい。

※組立の作業手順

1. エレメントサポートの組立

□ インシュレーター(4)をエレメントサポートＡ(1)にＭ５×３５ネジ(5)及びＭ５ロックワッシ

ャー(7)で取り付けます。この時Ｍ５×３５ネジは強く締め付けないでインシュレーターが軽

くとまる程度にしておきます。（２組作ります。）

1図

¨ エレメントサポートＡのインシュレーター上にエレメント１ 25.4×1460(8)を乗せ

Ｍ５×４５ネジ(6)と，Ｍ５ロックワッシャー(7)で取り付けます。
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M6ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾜｯｼｬｰ

M6ﾅｯﾄ

(1)エレメントサポートＡ

(2)ｴﾚﾒﾝﾄｻﾎﾟｰﾄB

(1)エレメントサポートＡ

（付属していません）

３８－６０ｍｍ マスト

5/16ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾜｯｼｬｰ
5/15ﾅｯﾄ

（17）マストクランプ

(14)5/16x60x135Ｕボルト

(15)M6x50ボルト

(1)エレメントサポートＡ

M6ﾅｯﾄ

M6ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾜｯｼｬｰ

(2)ｴﾚﾒﾝﾄｻﾎﾟｰﾄB

(3)ｴﾚﾒﾝﾄｻﾎﾟｰﾄC

(15)M6x50ボルト

(16)5/16x50ボルト

5/16ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾜｯｼｬｰ

5/16ﾅｯﾄ

Ｖ９０°の時はこの穴を利用

Ｖ型のｴﾚﾒﾝﾄｻﾎﾟｰﾄの組立

この後，インシュレーターを取り付けたＭ５×３５ネジを強く増し締めします。

ネジを締め終えた後，エレメントは一旦取り外しておきます。

¨ エレメントサポートＣ(3)にインシュレーターの付いたエレメントサポートＡ(1)を

5/16×５０六角ボルト(16)で取り付けます。

¨ 次にエレメントサポートＢ(2)の両端の穴とエレメントサポートＡ(1)の穴を

合わせてＭ６×５０六角ボルト(15)で止めます。

１２０°、９０°の穴位置に注意して下さい

この時点では各ボルトのナットを緩めにしておいて下さい。

２図

水平時の取付

２．エレメントの組立 ２図Ｂ

各エレメントパイプの差し込み部にテナメイトを塗布します。

セルフタップネジにもテナメイトを塗って締め付けて下さい。

¨ エレメント１(8)に，エレメント２(9)をカラーマークが見えなくなるように差し込み，穴を合

わせて４×８セルフタップネジ(12)で締め付けます。

¨ エレメント２(9)にトラップアッセンブリー(10)を，穴を選定し、カラーマークが見えなくな

るように差し込み，４×８セルフタップネジ(12)で締め付けます。

※トラップアッセンブリー(10)とエレメント３(11)に組立穴が３箇所あります。

カラーコード１本の穴・・・Ｖ９０°の時

カラーコード２本の穴・・・Ｖ１２０°、水平の時

カラーコード３本の穴・・・調整時

¨ トラップアッセンブリー(10)に，エレメント３(11)をカラーマークが見えなくなるように差し

込み，穴合わせて４×８セルフタップネジ(12)で締め付けます。

¨ エレメント(11)の先端にエレメントキャップ(18)をかぶせます。

(12)4x8ｾﾙﾌﾀｯﾌﾟﾈｼﾞ

テナメイトを塗って
差し込む

(9)エレメント２

(8)エレメント１

(16)5/8キャップ

(11)エレメント３

(12)4x8ｾﾙﾌﾀｯﾌﾟﾈｼﾞ

セルフタップネジにもテナメイトを
塗って下さい

(10)トラップアセンブリー

ここのつなぎ目だけ防水
処理して下さい。

(12)4x8ｾﾙﾌﾀｯﾌﾟﾈｼﾞ

カラーマーク１本・９０°用
カラーマーク２本・１２０°、水平用

組立穴が３箇所あります。

カラーマーク３本・調整用テナメイトを塗って
差し込む

マスト(38～61φ）

5/16ナット

5/16ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾜｯｼｬｰ

(17)マストクランプ

(13)5/16x60x115Uボルト

(14)5/16x60x115Uボルト

エレメント組み立て図

３図

３. テナコートの塗布

¨ 組み上がったエレメントとエレメントサポートにテナコートを刷毛塗りします。

バランリード線を取り付けるエレメントの穴周辺にはテナコートを塗らないで下さい。接触不

良の原因になります。また，プラスチック部にも塗らないで下さい。

４． マストへの取付
※エレメントサポート部を一度、 ４図

完全に組み上げて下さい。

仮のマストを利用するか、本番のマストに

取り付けるかして、各部のボルトを左右の

角度が同じになるように 締め付けて下さい。

¨ 図５の様に２本のＵボルト(13)(14)

とマストクランプ(17)を使い，エレ

メントサポート部をマストに固定します。

¨ マストに固定できたら，先ほどのＭ６

×５０六角ボルトを増し締めします。

＊注 マストはエレメントの間に入るように取り付けます。反対になるとバランのリードが、届かなくなります。

エレメントサポートを止めるＵボルトはマストに対して斜めにならないように注意して下さい。

斜めになると振動等により後から緩んでしまう事があります。

※取付の方法色々（参考）

①マストに取り付けたエレメントサポートに項目２で組み立てたエレメントをそのまま取り付ける。

インシュレーターにエレメントを片手で押さえるのに力と手の大きさが必要。

①エレメントサポート部を取り外して地上でエレメントを取付、全体をマストに取り付ける。

エレメントが万歳をしているので、バランスが悪くアンテナの重量よりは重く感じる。

②マストに取り付けたエレメントサポート部のＭ６ボルトをゆるめ、上側のボルトを抜き取り、

エレメントサポートＡを下向きに垂らした状態でエレメントを取付た後、エレメントサポートを上に持

ち上げ、Ｍ６ボルトを通して、固定する。左右片側ずつ取り付ける。

Ｕボルトをしっかり固定しておかないと、片側のエレメントを取り付けた時点で、全体がひずみ、反対

側のＭ６ボルトが抜けなくなる。

出来そうな方法を選んで安全に作業を進めて下さい。

次に ¨ 行程２で組み上げたエレメントを図５を参考に取り付けます。

この時，各トラップアッセンブリーのキャップの出っ張り（止めネジのある方向）が

下を向いていることを確認して下さい。

¨ エレメントを取り付ける時，マストに近い側のインシュレーターのＭ５×４５ネジは，

後でバランリード線を取り付けるので軽く締めておきます。



(6)M5x45ﾈｼﾞ

(7)M5ﾛｯｸﾜｯｼｬｰ

(7)M5ﾛｯｸﾜｯｼｬｰ
(6)M5x45ﾈｼﾞ

(8)エレメント１

(8)エレメント１

マスト(38～61φ）
付属していません

(22)バランリード

(21)バラン取付Ｕボルト

(19)専用HFバラン

(20)バラン取付金具

(22)バランリード

５． 給電部の取付

¨ エレメントサポート

部分のみ先にマスト

に取り付けます。

¨ ＨＦバラン(19)の

出力端子にバランの

リード線(22)を取り

付けます。

ＨＦ－ＢＵＬＵＮ の

文字を正面に見て

真横にリード線が

出るように取り付け

ます。この時、

Ｍ５のナットの締め

付け強度に注意して

下さい。

締めすぎるとバランが壊れます。

御 注 意

バラン本体とバランリード線の取付け部分のネジは、プラスチックにネジがインサートして

あります。

必要以上に強い力で締めますとバラン内部が破損することになります。

締め付け強度は10Kg／cm以下の力でお願いします。

¨ エレメントにバランリード線を取り付けます。マストに近い側のＭ５×４５ネジを取り外す際，

エレメントサポートとエレメントをビニールテープ等で仮固定しておくと作業が楽です。

¨ バランを宙づりの状態でリード線をエレメントに止めます。

¨ 同軸ケーブルにＭＰ型接栓を取り付け，バランのＭＲコネクターに接続してください。

¨ バランに取付金具(20)を通して適当な位置にＭ５x６８x８３Ｕボルトセット(21)で取り付けます。

※アンテナの防水

アンテナ給電部バランのコネクターを自己融着テープを使って防水処理をして下さい。

トラップアッセンブリーの先端側のキャップとエレメント部分、トラップアッセンブリーと先端エレメントの

接続部にも防水処理をして下さい。

アンテナは元来屋外機器として設計されています。バランコネクター部と一部のエレメント接続部を除き、

そのまま防水処理 をしないでご使用いただいてもまったく問題はありません。バランの内部やエレメントパ

イプ、ブームパイプの内部には、外から入る水だけでなく温度差などにより内部に水滴が発生します。

テーピングやコーキング等ではこれを防げません。それより発生した水滴等を外部へ排出出来ることが大切で

す。バランのコネクター座とケースの隙間は水抜き用ギャップですので絶対に詰め物等をしないで下さい。

l アンテナの取り付けは高所になります。十分ご注意の上作業を進めてください。

l アンテナを取り付けるマストやタワー等は十分強度のあるものをご準備ください。

l アンテナが付近の電線や建造物に触れないように取り付けてください。

l アンテナに雪が凍りつきますと受風面積が著しく増え，エレメントの折損事故の原因になりま

すので，積雪には十分ご注意ください。

1430

1380

337

1051

全体図／寸法図

トラップと先端エレメントには、それぞれ

３箇所調整穴があります。

表示の長さは最長長さです。

ご注意：トラップキャップの出っ張りが

必ず下を向くようにして下さい。

ＴＶ－１５２０部品表

部品番号 部 品 名 数 量 チェック

1 エレメントサポートＡ ２

２ エレメントサポートＢ １

３ エレメントサポートＣ １

４ インシュレーター ４

５ Ｍ５×３５ネジ・・・インシュレーター取付用 ８

６ Ｍ５×４５ネジ・・・エレメント取付用 ４

７ Ｍ５ロックワッシャー・・Ｍ５ネジに使用 １２

８ エレメント１ 25.4×1460 ２

９ エレメント２ 22.22×1460 ２

１０ トラップアッセンブリー ２

１１ エレメント３ 15.88×450 ２

１２ ４×８セルフタップネジ (予備２個含む) ８

１３ 5/16×６０×１１５Ｕボルトセット・・マストに取付用 １

１４ 5/16×６０×１３５Ｕボルトセット・・マストに取付用 １

１５ Ｍ６×５０ 六角ボルトセット・・エレメントサポート組立用 ２

１６ 5/16×５０ 六角ボルトセット・・エレメントサポート組立用 ２

１７ マストクランプ・・・マストとエレメントサポートの間に使用 ２

１８ 15.8mmエレメントキャップ・・・エレメント先端のキャップ ２

１９ 専用ＨＦバラン １

２０ バラン取付金具 １

２１ Ｍ５×６８×８３Ｕボルトセット・・バラン固定用 １

２２ バランリード線・・バランとエレメントの接続用 ２

２３ テナメイト・・・導電性グリース １

２４ テナコート 1/12㍑・・エレメント表面保護塗料 １

２５ 組立説明書 本書 １

２６ 25.4キャップ・・・水平取付時 エレメント１にかぶせる ２
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